あるところに二匹のネコがいました。

そのネコはミイちゃんとタマちゃんといいます。
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ミイちゃんとタマちゃんは
ある日、お昼にいつものキャットフードを食べていました。
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そのときミイちゃんが言いました。

「もぐもぐ。そろそろこのキャットフード飽きてこない？？ほかのキャットフードも食べてみたくない？」

するとタマちゃんはこう答えました。

「私も今、同じこと考えてた！！」
いつも食べているこのキャットフードに飽きてしまったミイちゃんとタマちゃんは、インターネットのオークションサイトでおいしそうな高級キャットフードをみつけました。
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二匹は早速、インターネットのオークションで高級キャットフードのとりあいを始めました。
ミイちゃんは言いました。
「これ、私が見つけたから私のよ！」

するとタマちゃんはこう言います。

「ちがうわ。わたしのほうが先に見つけたの。私が食べるのよ。」 

それを聞いたミイちゃんは、

「いや、私の方が先よ。こっちにちょうだい。」
「やるもんですか。」
と、タマちゃん。

二匹のネコはにらみあいっこ。どんどん値をつりあげていきます。

すると、今度は、新しくキツネのコンくんも高級キャットフードの取り合いに参加してきました。
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コン君は、ネコのあいだにわりこみました。
「この高級キャットフードはめったに手に入らないものだ。キツネたちの間でも有名なキャットフードだ。だからぼくも絶対に欲しい。」

そう言って、さらに値段をつりあげていきました。
これを聞いた二匹のネコはますます高級キャットフードを自分のものにしたくてなりません。

「よぉし、絶対手に入れるぞ。」

「負けるものですか！！」
数時間後・・・

高級キャットフードがとうとう落札されました。

誰が落札したのでしょう。
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おかしなことに、ミイちゃんにもタマちゃんにも、「あなたが落札しました」というメールが送られてきたのです。
「やったぁ！！これで高級キャットフードは私のものよ！」

二匹のネコは喜んで叫びました。
数日後、二匹のネコはそれぞれ何日分ものいつものキャットフードを主催者におくり、それと引き換えに、高級キャットフードが送られてくるのを楽しみにしていました。
するとどうでしょう。
送られてきたキャットフードを食べてみるといつも食べているキャットフードよりとてもまずいものでした。

その上賞味期限が切れているものでした。
「なにこれ！？何かの間違いかしら？」

「高級キャットフードはこんな味なのかなあ。」

『メールが届きました』

そのとき二匹の元にメールが１通送られてきました。

それはミイちゃんとタマちゃんと一緒にオークションに参加していたコン君からでした。

そのメールにはこんなことが書かれていました。
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「ミイちゃん、タマちゃん、今回は、まずい賞味期限切れのキャットフードを落札してくれてありがとう。おかげでぼくは、二人から送られてきたおいしいキャットフードを毎日食べることができるよ。」

二匹のネコは驚きました。
「コン君が高級キャットフードを出品した人だったの！？」

「っていうことは、私たちコン君にだまされたの！？？？」
そうです。
ニセの高級キャットフードを出品していたのはコン君だったのです。
その上、コン君はわざとオークションに参加して値段を吊り上げさせていたのです。

なんてずるいきつねでしょう。
「わたしたち、二人仲良くいつものキャットフードを食べていたらこんなことにならなかったのに・・・」
二匹のねこは、こっくりしました。
けんかは、もうこりごりでした。
争ってばかりいると、関係のない人から横取りされてしまう、っていうことをミイちゃんとタマちゃんは学んだとさ。
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おしまい
